
児童生徒にとって学校
が安全・安心な居場所
となるための「魅力あ
る学校づくり」と「分
かりやすい授業」の工
夫

休み始めの段階で
のアセスメント
（スクリーニング
会議）と、教職員、
SC、SSW、保護者
の連携・協働によ
る支援の開始

児童生徒のSOSを
出す力の獲得と教
職員の児童生徒の
変化に気付きSOS
を受けとめる力の
向上、及び教育相
談体制の充実

ケース会議に基づく、
不登校児童生徒に対す
る家庭訪問やSC・SSW等
によるカウンセリング、
及び校内サポートルー
ムの運営、関係機関や
民間施設と連携した継
続的支援

チーム学校として組織的・継続的な
取組の推進

学校・家庭・地域の連携強化 豊岡市こども支援センターを核とし
た施設間のネットワークづくり

・学びあう喜び
「わかる授業の創造」

・つながりあう喜び
「存在感の確立」

・信頼と共感に基づいた
教育活動の展開

・１５年間で子どもを育
てる教育活動の展開

・個々に応じた対応を
・組織としての対応を

・自信のもてる親に

・豊岡市こども支援セン
ターの機能強化

・ＩＣＴを活用した支援
の充実

・関係機関や民間施設等
との連携

○児童生徒への理解を深め、児童生徒が
「一人の人間として大切にされてい
る」という自己存在感を実感する授業
づくりや学級づくりの充実

○非認知能力向上を目指した教育活動の
展開

○授業における５つの「徹底・継続」実
践事項を軸とした分かる授業づくり

○全職員での不登校対策支援プランの共
通理解、プランの実践・検証・改善

○SC・SSW等と連携し、児童生徒がSOSを
出す力を身に付ける教育の推進

○「チーム学校」の体制づくり
（生徒指導研修・教育相談体制の充実
・開かれた学校づくり）

○保護者とともに活動する学校づくり
○定期的なアンケートや教育相談により、
児童生徒の些細な変化に気づく
（アセス・心のケアアンケート等の実
施、子どもの心を理解する強化月間の
実施）

○学校不登校対策チームによるアセスメ
ントとケース会議の実施等、早期の段
階からの対応

○生徒指導研修の充実
（教職員の受信力の向上と情報共有）

○SCによるストレスマネジメント授業等
の実施

○保護者と連携した支援体制づくり
○関係機関や民間施設との連携

○安全で安心できる居場所づくり
（校内サポートルームの設置）

○ＩＣＴを活用した支援
（授業・学校行事配信等）

○SC・SSW等と連携したケース会議の実
施

○保護者の心情に寄り添った支援の充実
○多様な自立の在り方に向けての進路支
援

○関係機関や民間施設との連携

○地域行事等を通じた、地域と子どもと
のつながりを拡大

○コミュニティ・スクール事業促進
○地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」
の充実

○地域の見守り協力体制の構築
○体験活動できる場や人の提供

○コミュニティ・スクールや地域団体が
主体となった連携強化

○見守りボランティアによる声かけ
○地域行事への参加促進
○体験活動の場の整備と保護者への参加
呼びかけ

○不登校の傾向が見られる児童生徒やそ
の保護者が相談できる場所や機会の確
保

○不登校の傾向が見られる児童生徒が学
習できる場の提供

○民生児童委員との情報交換会

○不登校児童生徒やその保護者が相談で
きる場所や機会の確保

○不登校児童生徒が学習できる場の提供
○民生児童委員との情報交換会

○活動内容等の積極的な発信と、各学校
との連携協力体制の充実

○多様な学びの場を確保するために、関
係機関や民間施設との緊密なネット
ワークづくり

○豊岡市こども支援センターによる学校
訪問活動

○こども理解研修講座の実施

○市や学校との意見交換の場の設定など
連携協力体制の構築

○不登校の実態把握と分析、研修会の実
施

○豊岡市こども支援センターによる学校
訪問活動

○SSWによる福祉的視点から子どもを取
り巻く環境への働きかけ

○豊岡市こども支援センターによる教育
相談体制の充実

○個々の対応策についての助言・援助
○臨床心理士等によるカウンセリングの
実施

○関係機関や民間施設との情報交換会

○不登校児童生徒やその保護者が相談で
きる場所や機会の確保

○不登校児童生徒及びその保護者が選択
できる多様な学びの場の提供と計画的
な支援
（ＩＣＴを活用した教育環境の充実・
ケース会議の開催）

○臨床心理士等によるカウンセリングの
実施

○関係機関や民間施設との情報交換会

○不登校対策に関する発信と相談窓口の
充実

○不登校担当教員や不登校指導補助教員
の研修の実施

○授業づくり学級づくり研修の継続発展

○学校への専門家の配置等体制を整備す
る
（SC・SSW、各関係機関職員等）

○不登校対策実践事例集の作成・活用
○豊岡市不登校等対策委員会の実施
○小中一貫教育（アプローチ＆スタート
カリキュラム）の推進

○保幼小中の連携推進
（『豊岡こうのとりプラン』に基づく
事業展開）

○児童生徒理解、SOSや些細な変化に気
づくための研修の実施

○学校訪問による情報交換や支援の提供
○学校問題サポートチームの活用
○心のケアアンケート実施後の分析

○不登校指導補助教員等の配置による校
内サポートルーム等の充実に向けた支
援

○多様な学びの場の提供
（ロートこども未来財団等）

○ケースに応じた効果的な支援の在り方
の調査・検討
（学校訪問活動、対応策の助言等）

○関係機関や民間施設との連絡調整

※SC：スクールカウンセラー SSW：スクールソーシャルワーカー

令和６年４月改訂


